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であり、かつ効率的である。   
本報告書では、日本有数の観光地である清水地区における、観光振興、交通対策、生活   
の利便性や安全性の確保といった課題とその解決方向、政令市における区のあり方につい  
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地域を、清水地区と呼ぶこととする。   














































































［2］ 清水繁栄会   
2∝14年11月16日に、清水繁栄会会長からお話を  
伺った。  



































三寧坂商店街は1軒1軒回収したためであると考えら   
［1］ 茶わん坂   
2∝14年11月4日に、茶わん坂繁栄会会長からお話  
を伺ったb  
①歴史 茶わん坂では25年おど前に商店街ができた。  
当時は約10数店舗だった。最近10年で店舎轍は50  
店舗になり、まだまだ増える可能性がある。  




（塾現状と問題点 どうしても清水坂がメインとなっ  
てしまうために観光客がなかなか来ないのが現状であ  
る。地図などでもっと茶わん坂を宣伝してほしい点が  
































送付数  回答数  回 収 率  
（桐   （件）   （％）  
（回答数／  
送付数）   
茶わん坂   116   65   56．5   
清水坂商店街   46   35   76．8   
清水4丁目   118   42   35．6   
産寧坂商店街   23   20   87．0   
合計   303   162   53．5   
（資料）本節の図表のデータはすべて、独自アンケー  
ト調査による。  
図Ⅰ一4－1   




























図Ⅰ－4－4   
以上から清水地区住民の問題関心は、交通問題に集  




のだろうオ㌔   
5飾 交通問題に対する対応策3）   




自動車交通の適切な誘導を図っている。   
また、歩行者の安全で快適な空間を確保し、「歩いて  
楽しい観光地」を実現するためのmM（交通需要管  























1）ホームページ「京都東山清水寺周辺の案内」   
（http：〟web．kyoto－inet．orjpFpeople／aklO53血1  
dex心血山）  
2）ホーム人トージ「産寧坂の町並み 東山区清水二   
丁目・三丁目・株屋町」   
（htゆ：此止ab血．c001．皿ejp瓜1rulma仕B侮机t  
o負〟sannen組kaG2．山m）  
3）ホーム′ふ－ジ「情報統計課（京都市の統計情報）」   
（htcE）：／／wwwcitykyotojp／sogo伽ukei血．dex．h  
t血）  
4）京都市『「歩くまち。京都」交通まちづくりプラ   
ン』   














1節 溌計からみた観光地としての京都市   



















表Ⅱ－1－2 交通手段研削合  （％）  
JR   私鉄  バス  乗用車   
197ト1980年  26．8   35．3   11．4  26．5  
198ト1990年  21、9   28．9   9．4  39．8   
199ト2003年  29．4  27．1   8．7 34．8   
（資料）『京都市観光調査年報』各年版⊃  
表Ⅱ－1－1綺観光客数の年次推移（単位：千人）  
1974年  36．919  1984年  38．983  1994年  39．667   
1975年  38．042  1985年  38．お6  1995年  35．343   
1976年  38，518  1986年  37，011  1996年  36．986   
1977年  37．91（S  1987年  37，996  1997年  38，918   
1978年  37．909  1988年  38．725  1998年  38．973   
1979年  37，846  1989年  38∫620  1999年  38．991   
1980年  38．081  1990年  40，846  2000年  40，512 
1981年  39．700  1991年  39．303  2001年  41，322   
柑82年  37．783  1992年  38．692  2002年  42．174   
1983年  3了，986  1993年  38．288  2003年  祖7些l   
（資料）『京都市観光調査牢報』各年晩   
も問題になるので、閑散期の底上げによる観光の通年  












の不足という問題とともにこ閑散期の宿泊施設の空室   
表Ⅱ－1－3 月男Ij観光客数の推移  （単位：千人）  
之003年  2002年  2001年  2000年  1999年  1998年   
1月   2．056  2，109  2，016  1，白71   1．866  2．064 
2 月   1．862  1，933   1．990  1二961   1．826  1．972   
3 月   3．9g9  3．852  3．603  3，449  3，249  3．679   
4 月   4．343  4．428  4，450  4，300  3，974  4．303   
5 月   4．505  4，470  4．302  4．277  4．207  3，850   
6 月   2，837  2．866  2．623  2，625  2，532  2．507   
7 月   2．843  之．665  2，699  2．808  2．717  2，694   
8 月   3．949  3，840  3．946  3，911   3，77了  729  
9 月   3．662  3．050  2β35  2，882  2－839  2．812   
10月   4β30  4，428  4，427  4．295  4，275  4，033   
11月   6，655  6．521   6．261   5．978  5．848  5．402   
12月   2．099  2．012  2，070  2．055  1．881   1．928   
合計  43．740  42，174  41．322  40，512  38．991  38．973   
（資料）『京都市観光調査年報』1993年晩   
表Ⅱ－1－4 年代別観光客の割合の推移  
年  20歳未満  20代   30代   40代   50代  60代以上   
1993   11．7   21．5   16．5   21．2   18．2   10．9   
1994   5．1   15．8   10．9   28．1   
1995   6．6   15．3   10．4   23．6   28．1   16   
1996   9．9   13．4   10．4   21．5   28．6   16．2   
1997   15．5   11．9   10，2   22，1   25   15．3   
1998   10．8   12．4   8，8   19．6   30．1   18．3   
1999   11．8   12．4   7．7   20．3   30．5   17．3   
2000   13．6   9．2   19．7   31．4   15．1   
2001   15．7   14．4   10．4   17．9   26．7   14．9   
2002   12．9   13，7   10．5   19．4   29，2   14．3   























表Ⅱ一1－5 性別・年齢別割合 （％）  
区 分  総合   男   女  
100   33．9   66．1   
20歳未満   12．7   11、8   13．2   
20歳～   13．6   13．2   13，8   
30歳～   10．6   11．8   10   
亜歳～   18．9   14．6   2†．1  
50歳～   38．2   29．7   30．5   
60歳以上   14   柑．9   11．4   
合計   100   10（〕   100   
表Ⅱニ1－6 入洛回数別割合の推移  （％）  
入洛回数  2003  2002  2001  2000  1999  1998   
0回  1．4  2．6  2．1   2 3．1   1．7   
1回   2．7  2．3  2．9  3，4  3．8   2   
2回   6．7  5ヱ  4．7   7  6．7  3．2   
3回   7．3  8．4  9．9  8．4  82  9．2   
4回   4．9  3．5  5．3  5．6  3．8  4．7   
5回以上  21．2，  22  20．8  18．8  18  18．3   
10回以上   5ち．8  56  54．3  54．8  56．4  60．9   
（資料）『京都市観光調査年報』1993年版。  
（資料）『京都市観光調査年報』各年版。  
表Ⅱ一1－7 日帰・宿泊別数の推移  
柑98   1999   2000   2001   2002   2003   
日帰（人）   29，877  29．868  31，089  31，405  3乙059●  32，959   
〈％）   76．7   76．6 76．6   76   76   75．4   
宿泊（人）   9．096   9．123   9．423   9，917  10，115  10，781   
（％）   23．3   23．4   23．3   24   24   24．6   





























表Ⅱ－1－8 宿泊日数別割合の推移   （％）  2003年   
清水寺  29．8   
嵐山   16．8   
銀閣寺  15．3   
金閣寺  11．9   
南禅寺  10．1   
高台寺  9．7   
三十三間堂  臥7   
八坂神社   8．4   
二条城  7．6   
知恩院  了．2   
区  分  2002  2001  2000  1999  1998   
1泊   59．8  57．7  56．6  47．4  48J3   
2 泊   28．8  30．2  29．7   41   34．7   
3 泊   7．8   8   8．6   6．1   11．8   
4泊   1．1   1．5   1．4   1．4   2．1   
5泊以上  ｝†．6   1．6   1，8   2．8   2．4   
10泊以上  0．9   1．9   1．3   0．7   
平均宿泊数  1．62泊  1．68泊  1．8泊  1．87泊  1．87泊   
（資料）『京都市観光調査年幸田各年版。  
（資料）『京都市観光調査年報』1993年版。  
表Ⅱ－1－9 観光消費額  （単位：億円）  
2002年  2001年  2000年  1999年  1998年  1997年   
日帰観光客  1，787  1．770   1，847   1．743   1．825   1，693   
宿泊観光客  2．660   2．670   2，552   2．924   2，936   2．944   
観光客全体  4．447   4，440   4．399   4．667   4．761   4，637   
（資料）『京都市観光調査年報』2002年版。  
表Ⅱ－1－10 一人当たり平均観光消費額（単位：円）  
2002年  2001年  2000年  1999年  1998年  柑97年   
日帰観光客   5．573   5．637   5．943   5，837   6，108   5．651   
宿泊観光客   26，30．1   26，920   27，079   32，050  32．280   32β78   
観光客全体   10．544   10－745   10，859   11．970  12．216   11，916  
（資料）『京都市観光調査年報』2002年版。   
















表Ⅱ－1－12 外国旅行者数（2〔1X）年）  
表Ⅱ－1－14  
訪日外国人国籍別上位10カ国（2002年）  
国・地域   観光客数（人）   
台湾   769．074   
韓国   756．991   
アメリカ   412．845   
香港   255，294   
イギリス   124．244   
オーストラリア   114，372   
中国   101．299   
カナダ   90，523   
シンガポール   51，383   




京都市宿泊外国人別国別上位10カ国（2∝）2年）  国   外国旅行者数   
口  ドイツ   74．000千人   
2  アメリカ   58．386千人   
3  イギリス   56．837千人   
4  ポーランド   56，677千人   
5  チェコ   3る．177千人  
10  日本   17，819千人  
国・地域   宿泊者数（人）   
アメリカ   130．785   
台湾   71．163   
韓国   51，929   
中国   29，331   
イギリス   26．劇6   
香港   22．599   
オーストラリア   19J14   
ドイツ   15，867   
フランス   12β82   
カナダ   10．578   
（資糊『観光白書』2（刀2年版。  
表Ⅱ－1－13 外国人旅行者受入数（2001年）  
国   外国人旅行者受入数   
口  フランス  76，506千人   
2  スペイン   49，引9千人   
3  アメリカ   45．490千人   
4  イタリア   39．055千人   
5  中国   ㍊．167千人  
35  日本   4．772千人   













表Ⅱ一1－16 宿泊施設利用外国人客数  
年   2002   2001   2000   1999   1998   
人数（人）   480，828  383．897  398．252  394．588  400．017   
（対前年比％）  1252   96．4   100，9   98．6   96．7   
（資料）『京都市観光調査年報』2（旧3年版）  
表Ⅱ－1－17 外国人観光客の訪問先比較  
都府県名   訪問者数（観光客全体に占める割合）   
口  東京都   56．50％   
2  大阪府   25．20％   
3  京都府   15．8αも   
4  神奈川県   15．8（粘   
5  千葉県   11．20％   
（資料）国際観光振興機構『訪日外国人旅行調査』  
2（氾1～2∝）2年。  

















いった過程を追跡してみたい。   
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■・＝商店（観光業）団・・僻・銅版  園・・飲食業 ⅧⅢ・ノ・工房  
□・・・輯・目粕店 ［ヨ・‥註餓   E］＝▲空き地  








⑥2004年 92／101が観光莱 （産準坂 39／45、†呼水坂 63／66）  
14   
◎1977牢 3〟112が観光易箋  
茶碗坂 三浦水牛→  
■ ■ ■   ■    ■    ■   ■ n、■  
、 
1＝t■1  軋肌⊥N■＝■旺コ   
⑥19鑓牛 4討111が観光業  
茶碗坂 至消水帝→  
mE工ヨ■⊥」膿二Ⅱ   
⑦1996年 41／104が観光業  
茶碗坂 軍治水専→   
叩Tm  一丁一TT附親＿．＝‖． 
；綜院坂 至槽水寺→  
「T■‾■  
茶碗坂 吉浦水寺→  
■■T㌻書■すt   
清水坂・五条坂への遣が迫っているところを示している。  
（資料）住宅臨会『研全住宅案内図板 東山刑1956年  
住宅協会仕り渡部『京都前金商工住宅案内図懐』1964年、1967年  
吉相地図『糟韓住宅地回 京都市東山区』1977年、1980年、1988年  
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①東山区内に所有している建物  戸数（％）  ②商売の内容  店舗数（％）  
主に観光客  主に観光客以  その他  
を対象とし  外を対象にし  
た小売・飲食  た小売・飲食   
茶わん   30   6   8   
坂   毎8．分   （13．6）   （18．カ   
清水坂   27   5   1   
商店街   毎1．㊥   （15．辺   （3．α   
産寧坂   16   2   1   
商店街   （54．分   （10．5）   （5．釦   
領水4丁   2   3   4   
目   佗2．カ   （33．㊥   （44．㊥   
住居   店舗・事務  店舗・事務  
所・工房付き  
住居   
茶わん   25   20   10   
坂   毎5．劫   （36．粛   （18．勿   
清水坂   2   25   3   
商店街   毎．の   毎3．カ   （10．α   
産寧坂   1   12   6   
商店街   （12．¢   佑3．辺   （31．¢   
清水4丁   24   12   4   





3年未満  3－5年  6～10年  1ト20年  2ト30年  31年以上   
茶わん   1   3   6   8   6   18   
坂   Q．め   打．1）   （14』   （19．α   （14．3）   （42．功   
清水坂   1   3   1   27   
商店街  圏   圏  （3．カ   ㊥．亜   （3．1）   毎4．亜   
産寧坂   1   5   2   3   8   
商店街   （5．め   但6．釦  圏  （10．5）   （15．め   （42．1）   
清水4丁   1   1   2   3   
計   （14．沙  圏   圏  （14．劫   （28劇   仏2．9）   
修帥独自アンケート調査から作嵐  
17   
表Ⅱ－2－2観光に対する住民の意識  


























多すぎる  ちょうどよい  少なすぎる   
茶わん   29   23   9   
坂   （47．劫   Q7月   （14．め   
清水坂   5   19   8   
商店街  （15．㊥   （59．㊥   Q5．㊥   
産寧坂   4   9   4   
商店街  也3．劫   （52．功   （23．の   
清水4   26   11   3   
丁目   毎5．α   色7．劫   ¢・劫   
（資料）独自アンケート調査から作貌   
②観光客数の増減に関して   回答者数（％）  
増えて  今のままで   減って  
ほしい   よい   ほしい   
茶わん   25   19   18   
坂   匂0．∂   （30．窃   佗9．功   
清水坂   22   11  
商店街  毎8．の   （33．少   圏   
産寧坂   10   8   1   
商店街   （52．㊥   毎2．D   （5．3）   
清水4   6   17   16   




積極的に   協力はしたくない  期間・時間を  やめてほしい   その他  
参加したい   が続けてよい   短縮してほしし、   
茶わん   12   13   25   11   1   
坂   （19．亜   但1．ゆ   極0．㊥   （17．竹   （1．Q   
清水坂   16   5   10   2   1   
商店街   極7．カ   （14．Ⅵ   （29．㊨   6．9）   Q．9）   
産寧坂   15  3   1   
商店街   （75．α   圏   （15．功   仏心   （5．α   
清水4丁   3   13   9   10   2 
目   隠1）   ¢5．0   な4．わ  位7．α   （5．め   
（資料）独自アンケート調査から作鼠  
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年、京都市『史料京都の歴史 東山区』平凡社  
1987年、山本四郎『京都府の歴史散歩』山川出  
版1995年、田村喜子『五条坂 陶芸わまち今  
昔』新潮社1998年  
3節 東山区における景観問題  














































































れば観光客の増加につながる夜間拝観はやってほしい   




































































［4〕 他都市の景観整備  

















②倉敷 倉敷では1990年に5階建てのテナントビル  

























































bl皿1）「市街地景観整備」の項を参照。   
2）同上及び東山区役所区民部企画総務課『東山。ま  





背景保全条例」を参照。   
5）湯布院町「潤いのある町づくり条例」を参照。   
6）東山区役所区民部企画総務課『東山・まち・みら   
い計画2010』を参月監   
4飾 まとめ  
Ⅱ章では「統計からみた観光地としての京都市」、  
「清水寺周辺の観光地化」、「東山区における景観問題」  














って住民の意識にも違いが生じている。   
3節では東山区の景観問題を考察した。京都市では  
さまざまな規制が設定されている。現在、住民の意識  
はそれほど高くはないものの、マンション問題や夜間   
22  
ライトアップ、花灯路を契機として、住宅環境と観光  














がもとめられているのだと思う。   
Ⅲ 「住」と交通  




















上段：度数  現在問題におもっていること第→位  
下段：％  合計   交通   福祉   治安   雇用 教育  経済・産業   
合計   121   77   2  6   1   2   4  
100．0   63．6   1．7   5．0   0．8   1．7  3．3  
東山区内に  住居   56   41   1   3   1   2  
所有してい  1（札0   73．2   1．8   5．4   1．8   3．6  
る建物                店舗・事務所・   49   22   1   3  4  
工房付き住居  100．0   44．9   2．0   6．1  8．2  
店舗・事務所。   16   14  
工房   1∝〉．0   87．5  
観光   景観   環境   病院・医療  買い物   その他   
合計   8   3   7   3   6   2  
6．6   2．5   5．8  2．5   5．0   1．7   
住居  1   1   3   3  
1．8   1．8   5．4   5．4  
店舗・事務所・   7   1   6  3   2   
工房付き住居   14．3   2．0   12．2  6．1   4．1 
店舗・事務所■   1   1  
工ノ芳   6．3   6．3  
（資料）独自アンケート調査から作成⊃  
































住民、事業者  ■住民（餅帽サンプル）割合  
d事業者（218サンプル）割合  
0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％  70％ 80％  90％ 100％  









表Ⅲ－1－2 シーズンの休日において混雑が大きいと思われる路線 上位5傑（サンプル数 87人）  
（資料）東山交通対策研究会のアンケートによる。  
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－3）。   
これでは、ただ単に東大路通を通りたい地元住民に  
も大きな負担がかかってしまうのは明らかである。  




月26日に行なった平日調査をもとに考察していく。   
休日における東大路通の渋滞状況は以下の通りであ  
る。  
● 南行きは東山五条交差点を先頭に東山丸太町交差  
点を越えて、最大で約3kmの渋滞。  
● 北行きは東山五条交差点を先頭に東山七条交差点  
を越えて、最大で約8（沿mの渋滞，  
● 東大路通に平行うる川端通や烏丸通においても南  
行きの渋滞が発生。  
● 東大路通に交差する四条通、三条選、五条通にお  
｝、て、東大路通との交差点を先頭とした渋洗   
平日における東大路通の渋滞状況は、以下のとおり  
である。  
● 南行きの渋滞は休日よりも小さいが、1km未満  
も渋滞が見られた。  
● 川端南行きは、最大約1．5kmの渋滞で休日よりも  
図Ⅲ－1－2 東大路通商行きにおける平均通過速度と渋滞長の時刻帯推移  
注1）祇園交差点南側における通過速度  
注2）渋滞長は本調査．遠退速まはトラカン調査による  
（資料）東山交通対策研究会のアンケートによる。   
表Ⅲ－1－3 東山三条～東山五条交差点間の平均旅行速度と所要時間  
13時台  15暗合  17暗合  
平均旅行速度  所要時間  平均旅行速度  所要時間  平均旅行速度  所要時間   
南行幸   7．8km／h  約13分  2，6km／h  約40分  3．8km／h  約30分   
（参考）北行き  10，Okm／h  約10分  9・8k爪／約10分当17▲5k〟h      約6分雪  





























［3］ 渋滞の要因   
では、具体的にどのような要因により東山地区の交  
通渋滞が引き起こされているのか、東山交通対策研究  



























るのではなかろうか。   
次に、東大路通を単に通り抜けるだけの「通過交通」  
の存在についてである。とくに南行きで大きな渋滞が  
表Ⅲ－1－4 東大路通の撮雑要因に関する′ヾス運転士アンケートの結果  バス運転士（76サンプ／り  
路上駐車による阻害   交差点での右折待ち車両による阻害  交差点での左折待ち車両による阻害   
67．1％   65．8％   60．5％‘   
（資料）東山交通対策研究会のアンケートによる。  








































図Ⅲ－1－4 観光客のうち自■動車利用者の出発地 40サンフツレ  
（資料）東山交通対策研究会のアンケートによる。   
28  
表Ⅲ一1－5 現在の観光客数についてどう思うか  
人（％）  


















多すぎる  ちょうど皐い  少なすぎる   
住居   42   1白   1  
（75．0）   但3．幻   （1．め   
店舗・事業   8   31   13   
所。工房付  （59．6）   （25．0）   
き住居   
店舗・事業   4   12   4   
所・工房  QO．α   （60．0）   色0．功   
（資料）独自アンケート調査から作成）   
表Ⅲ－1－6 観光客の増減に関してどう思うか  
人（％）  
増えて   今のまま   減って  
ほしい   でよい   ほしい   
住居   6   23   27  
（10．7）   極1．カ   （48．2）   
店舗・事業   34   19   2   
所・工房付  （34．翰   （3．¢   
き住居   
店舗・事業   11   8   2   
所・工房   伍2．㊥   （38．カ   （9．5）   
注  
1）東山交通対策研究会 
学識経験者、地元関係者、交通事業者、観光事業   
関係者、国土交通省、京都府警察等の関係機関及   
び京都市で構成東山地区の交通環境の改善を目   
指して、2004年6月に設置された。  
（資料）独自アンケート調査から作嵐  
茶わん坂手前の交通渋諷   
29  





























































つの視角として、この「実験」について見ていきたし㌔   
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b事前依頼による観光バス流入抑制 交通対策研究  
会のメンバーであった、観光バス協会を通じて、交通  
実験の際に東大路の四条～五条間を避けるように要請  
が されている。  






























































































jガードマン、警察官による交通整理 歩行者の安全  
を高めるため、特に混雑する東山五条の交差点にガー  
ドマンおよび警察官を配置し、交通整；哩などを行なっ  














要 間の変化についても示され、東大路通りについて  
33   
は、所要時間が短縮されていることがわかる（図Ⅲ－  






















図Ⅲ－2－2 南北道路における南行き所要時間の年次比較（15時台）  
僚糊第6回交通対策研究会資料84ページ。   
34  
図Ⅲ－2－3 東山地区南北道路の南行き交通量比較  
（資料）第6回交通対策研究会資料4ペー浅  
図Ⅲ－2－4 東大路通り南行き交通量（祇園交差点）  
（資料）第6回交通対策研究会資料5ページのグラフの元データから作成（提供・京都市交通政策課）。  




























図Ⅲ－2－5 東大路南行き交通量の時間帯推移（祇園交差点）  
（資料）京都府警交通管制センター資料より。  
図Ⅲ－2－6 東大路南行きの渋滞長の推移  
（資料）京都府警交通管制センター資料より。  


























図Ⅲ－2】7 実験実施中の東山区の状況  
バスの停留所での一時停車、交通整理の有無などに  
よっても影響されるため、ひとつの原因に帰着させ  



































37   
図Ⅲ－2－8 実験の継続意向  





































0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％100  
％  
（資料）第6回研究会資料3、14ページの図による。  
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いた。また、広報等で公開された情報をもとに、五   
注）  
1）この部分の既述は、国土交通省道路局のⅥ屯b   
サイトを参考にしている。   
（h極刑w血it．卯加血ad血瑚0  
8・01－01．bl皿1）  
2）この社会実験についても、国士交通省道路局が、   
1999年度から、先進性や当該地域以外の地域へ   
の適用可能性な吏を基準として、社会実験を実   
施する地方自治体・NPOなどを公募し、資金   
の援助等を行っている。  
3）第5回東山交通対策研究会資料、「実施施策の実   
施状況と実験実施時の交通状況の概要につい   
て」、1ノ＼し一坑  
4）同上資料、37ペーミた  
5）第6回東山交通対策研究会資料、「東山交通社会   

















求められていると言える。   
図Ⅲ－3－2 交通実験をいつ知ったか  
表Ⅲ－3－1交通実験を知った時期と媒体  
中段回答数  知った媒体  
下段％  1位   2位   3位   
新聞・雑誌   回覧板   町内会・商店街の集まり  
合計   113  48   27   26  
100   42．5   23．9   23  
町内会・商店街の集  
2∝蜂年6月   まり   新聞・雑誌   家族・知人から  
以前  23  10   5  
100   47．8   43．5   21．7  
垂  
新聞・雑誌 －   回覧板   町内会・商店街の集まり  
讐  
50  23   16   
知  
100   46   32   22  
つ  新聞♪雑誌   チラシ   
た  
回琴板   
30  13   9   
1日一一12日  
6  
100   43．3   30   20  
交通実験期  
実際に見て  その他  
6  3  2   ※1  
間中  
100   50   33．3  
交通実験終  











































































図Ⅲ－3－3 交通実験の満足度  
（資料）独自アンケート調査から作成  
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表Ⅲ一3－2 交通実験への関わり（複数回答）  
（資料）独自アンケート調査から作嵐  
［2］・今後の交通問題の解決の方向について  
























うメッセージ性を強化することに重点を置くべきで   
件数  ％   
合計   106  100   
チラシを配った   2   2   
路上駐車の見回りをした   2   2   
交通整理   3  － 3   
交通対策研究会のメンバーだった   2   2   
住民意識調査に回答した   26   24   
何もしていない   68   61   





































































c清水地区の駐車場の利用制限について 五条坂  
の交通規制以外に、清水市営駐車場（清水坂観光駐  
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補完的な位置づけでしかなくなるとのことで、国の  

















































るだろう。   
本項では最後に、以上の文脈にそって、今後の交  





















実施の場合はコストが先行することも考えられるが、   




















































1）独自アンケートの実施状況や質問項目、結果に   
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1節 高齢化問題  









表Ⅳ－1－1行政区別人口構成比 （％）  
年少人  生産年   
齢人口  
年月次  総数  
口（15歳     （15～64  
口（65歳  
未満）     歳）   以上〉   
1992年   50，167   4，951  34．808  10．408   
1993年   49．630   4．756  34．279  10．595   
1994年   48．944   4，549  33，643  10．752   
1995年   48，241   4，307  33，110  10，824   
1996年   47，654   4，200  32，342  11．112   
1997年   47．000   4．049  31．798  11．153   
1998年   46．238   3，839  30．928  11．471   
1999年   45．494   3．721  30．118  11．655   
2000年   44．引3   3－548  29β47  11，418   
2001年   43．987   3．489  28β47  11，651   
43，201   3．385  28，024  11′792   
2003年   42，684  3．284  27．589  11．811   
加04年   42．121  3，225  ・27．065  11．831   2002年  
年少人口  生産年齢  老年人口  
（15歳末  人口（15  ・（65歳以  
満）   ～64歳）  上）   
伏見区   13．9   68．3   17．8   
西京区   15．3   69．4   15．3   
右京区   
南区   
下京区   
山科区   13．0   68．4   18．7  
東山区 7．7   64ヱ   －282   
左京区   11．0   68．0   21．0   
中京区   10．3   68．1   21．5   
北区   12．0   67．0   21．0   
上京区   9．6   66．0   24．4   
※ 各年10月1日現在  
（資料）京都市情報統計から作成）   
（資料）「京都市人口統計（2（刀5年1月）」から作鼠  
46  




［3］ 高齢化による問題   
それでは高齢化がすすむことによって実際にどのよ  
うな問題が起こっているのだろうれ   
東山区は観光産業や飲食店・サービス業が多く、古  
くからの店でl苛酷継ぎがいなくなることを問題として  










る面があるのである。   



















年少人口  生産年齢  老年人口  
（15歳末  人口（15  （郎歳以  
満）   ～64歳）  上）   
清水   6．4   67．2   26．3   
六原   11   63．8   29．1   
修道   7．0   73．4   19．6   
今熊野   11．2ノ   67．0   21．8   
月輪   8．2   63．2   28．6   
一橋   8．5   66．4   25．1   
貞教   5．7   69．1   25．0   
新道   7．8   64．6   27．6   
（資料）2α）0年国勢調査から作成⊃  
［2］ 高齢化の原因   
それではなぜ東山区は高齢化率が高いのだろうか。  





ない。   
そのため古くからの家屋や小規模なマンションが多  
く存在することになり、若い世代の住民が根づかない  
のではないだろうれ   
地価を見てみると、中心部と遜色ない高い水準を示  













③購買環境 清水界隈に長年住んでいるⅠさんi；話  
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［1］ 窃盗犯認知件数の推移  










































1983－85年  1986－88年  1989－91年  1992－94年  1995－97年  1998－00年  2001一刀3年   
京都府   27，857   30，354   29，858   30．211   35，731   44，339   50．851   
京都市   19∫145   15．249   19β77   19．725   23．986   29，684   31．996   
東山警察署   1．041   986   904   953   993   1β70   1，580   
























が急増しているとは必ずしもいえない。   
とはいっても、窃盗犯認知件数は年々増え続ける  
ので、増加傾向にはあると考えるのが自然であろう。  





ている。   
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1－3月  4－6月  7－9月  10－12月   
京都府＝   3，60  4，04  4，25   3 95 
京都市   2，30  2，54  2，79   63 
東山警察署   11   10   田   10   
（資料）京都府警察本部『犯罪統計書』から作成⊃  
［2］ 窃盗犯手口月厩知件数の推移  




表Ⅳ－2－3 安井交番管区の窃盗犯手口別認知件数  
1988年   1991年  1994年   1997年  2000年   2003年   
窃盗犯認知件数総数  88   94   87   80   144   132   
侵入盗  16   24   30   12   27   
乗物盗   28   
72  
12   22   42   25  
非侵入盗                  非侵入盗  
42   45   46   75   
（資料）京都府警察本部形良罪統計書』から作晩  
図Ⅳ－2－3 引ったくり事件発生場所  
は引ったくり事件の発生場所を示す。  
（資料）京都府警察ホームページ  
（軸：伽wwpre£kyoto．jp瓜Ik〟）から引見   
50  
表Ⅳ－2－4 松原警察署管内における月別犯罪件数の推移  
1－3月   4－6月   7－9月   10－12月   
窃盗犯認知件数総数   119   109   114   107   
侵入盗   10   8   10   
乗物盗   37   43   51   43   




が男に刺されて死亡した。殺害実行グループ   
の主犯は元交際相手の旦（元消防士・2003   
年12月に無期懲役の実刑判決）。殺害事件後   
も捜査本部が元交際相手を捜査した気配はな   
く、実行犯グループを写真誌『フォーカス』   
が暴いた。また事件の3ケ月前、詩織さんは   
名誉毀損（被疑者不祥）で上尾署に告訴して   
いたが、上尾薯はその告訴調書を改ざん、放   
置していたことが『ザ・スクーフ習（テレビ朝  
日系）の取材で発覚。埼玉県警は，00年4月、   
内部調査報告書を発表した。告訴等の改ざん   
により上尾署係員3名が虚偽有印文書作成・   
同行使で有罪判決を受け懲戒免職処分を受け   
るなどした。事件を契機に■00年11月、“スト  
ーカー規制法”が施行された（桶川ストーカ  
ー事件国賠訴訟を支援する会ホームページ   
bt砂地kegawa－S叩pO止web．i皿払㌍ek．00．jp尤   
ndeむSlta．如m より）。  
4）『警察白書』平成16年版   
（ht掛〟Ⅵ∩ⅤⅥたnpa．卯jp血濾u野0瓜16血dex  
五血11）による。   












1）東山区全体，平成17年より、松原警察署   
から東山警察署に名称変更した。その際、山   
科区の松原警察署管轄地域（山科区のごくわ   
ずかな範囲）は山科警察署に引き継がれた。  
2）東山区のうち、粟田口高台寺山町、祇園町南   
側の一部、小松町の一部、小島町、興善町、   
竹村町、新シ町、礎陛町、多門町、五条榛東   
六丁目の→部、白糸町、遊行前町の一書軋梅   
林町、清水一～五丁目、下河原町、南町、鷲   
尾町、上弁天町、金園町、八坂上町、桝屋町、   
星野町、月見町、毘抄門町、下弁天町、玉水   
町、上田町、辰巳町、月輪町、清閑寺霊山町、   

























率を他の行政区や京都市、日本全体と比較していく。   
［1］商業統計からみた東山区の買い物の実態  
①東山区の小売業態別事業所数 ここでは小売業  
を百貨店、スーパー、専門店などにわけて、それら  
表Ⅳ－3－1京都市内における区別小売業態別事業所数  
小売業態別事務所（小売店舗）数  一人当  
総合  専門  人口  り小売  
総 数   百貨店  スーーパー   スーパー   店舗数  
京都市   18，586   7   16   301   1，466，978  0．013   
北区   1，473   2   30   125，268  0．012   
上京区   1，613  16   84，061  0．019   
左京区   1，878  37   170，803  0．011   
中京区   2，905  24   97，110  0．030   
東山区   1，317  43，201  0．030   
下京区   1，820   5 19   72，504  0．025   
南区   1，130  4   24   97，928  0．012   
右京区   1，779  2   44   194，985  0．009   
伏見区   2，490   5   57   287，740  0．009   
山科区   1，121  25   137，496  0．008   
西京区   1，060  24   155，882  0．007   
、（資料京都府統計データ『住民基本台帳による田甜」人口・世帯数』2003年10月から作鹿  
52   
表Ⅳ一3－3 従業員数10人未満の事業所数が小売  
店舗数に占める割合  






表Ⅳ－3－2 京都市内における区別従業員数10人  
未満の事業所数  
事務所数  
全国  従業員  
総数  
10人未満   
（卸売業＋  
1．679．606   1，398．482   83．30％   
小売業）  
（小売業）   1．300．057   1，119．676   86．10％   
（資料）経済産業省ホームページ『商業統計調査』  
2002年速報から作成。■   事業所数  
従業員  
総数  
10人未満   
東山区   1，530   1，394  91．10％   
北区   1，756   1，546  88．00％   
上京区   2，114   1，871  88．50％   
左京区   2，142   1，826  85．20％   
中京区   4，020   3，423  85．10％   
下京区   3，364   2，639  78．40％   
南区   1，786   1，343  75．20％   
右京区   2，187   1，800  82．30％   
伏見区   3，113   2，与82  82．90％   
山科区   1，421   1，186  83．50％   
西京区   1，266   1，039  82．10％   






















いことが分かる。   




この表Ⅳ－3－2をもとに考察を進める。   
まず、東山区の値だけが90％を超えていることに気  
づく。次に大きな値は、上京区の弘5％、北区の8＆0％  





















1 事  従業者  就業者  売 場  
業 所  1 人  1 人  面 積  
当たり  当たり  当たり  1nf  
当たり  
万円   万円   万円   万円   
東山区   4，537  1，258  1，196   97   
北区   7，334  1，651  1，607   81   
上京区   4，615  1，232  1，202   83   
左京区   8，044  1，701  1，643   87   
中京区   6，734  1，500  1，444   91   
下京区   27，481  3，862  3，016   144   
南区   23，699  －3，539  3，430   80   
右京区   9，372  1，882  1，792   89   
伏見区  10，674  2，139  2，060  74  山科区  9，．379  1，875  1，677  76  西京区  10，470  2，000  1，766  86  京都市  10，790  2，175  2，010  96   
















表Ⅳ－3－5 京都市内における従業員数10人未満  
の事業所の区別販売効率  
店舗数（a）   
年間販売額（b）  b／a  
万円   万円   
東山区   1，394   4，974，779  3，569   
北区   1，546   6，587，673  4，261   
上京区   1，871   8，208，868  4，387   
左京区   1，826   7，346，814  4，023   
中京区   3，423  21，278，261   6，216   
下京区   2，639  28，975，873  10，980   
両区   1，343  14，242，326  10，605   
右京区   1，800   9，305，352  5，170   
伏見区   2，582  17，146，572  6，641   
山科区   1，186   6，504，012  5，484   
西京区   1，039   5，509，255  5，302   
京都市   20，649  130，059，785  6，299   








1）1972年制定「京都市市街地景観条例」。   
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だろうか，   
































































































































1）沼尾史久『大都市における区政と区長～指定都   
市における区政に関する調査報告書～』   
財団法人東京市制調査会、1996年  
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る。   
ここでは、この茶わん坂に焦点をあてて茶わん坂の  
現状、問題点、提案を述べていくことにする。  






























































































度数（％）  観光客の年齢層・世代  
合計   若い世代が増えた   変わらない   年配世代が増えた   
地域  合計   81（1∝しα   47（58．0）   27（33．3）   7（8．6）  
区分  茶わん坂   31（1（札0）   20（64．5）   10（32．3）   1（3．2）  
清水4丁目   5（100．0）   4（80．0）   1（20．0）   一（－）  
音育水坂観吉街   29（1（氾．0）   10 13（44．8）   6（20．7）  
産寧坂商店街   16（1（氾．0）   13（81．3）   3（18月）   －（－）   
（資料）独自アンケート調査から作鹿  

















合計   交通  福祉  治安  雇用  教育  経済・産菓  観光  景観・  環境  病院・医療  寛い物  その他   
合吾十   1ユ7（1∝l．0）  87（83．5）  2（1．5）  咲4．4）  1（0．7）  2（1．5）  《3＿6）   始．6）  独力  ∝5．8）  訳2ヱ）   試6．6）  2（1．5）   
茶わん坂  55（1弧0）  42ロ6．4）  00）  ∝5．5）  粥）  （ゆ）  2（さ．6）   1（1．8）  2（3．8）  2（3．6）  1（1．8）   ・2（3．8）  α○）   
清水4丁目  38（100劇  26（68■）  1（乙の  1（乙6）  1は8）  2（5，3）  1（え6）   吋）  （ゆ）  1（乙6）  2（5．3）   双7．9）  ㈱）・   
清水栃商店街  之7（100刀）  1∝37．0）  1（3．7）  1（3．7）  00「  α0）  2（7．4）   女14．8）  仇0）  ∝11．り  ∝0）   《14二8）  2（7，4〉 




合計   交通  福祉  治安  雇用  教育  経済・産業  頼光  景胡  環境  病院■医療  買L＼物  その他   
合計   127（100．0）  13（†0カ  叔63）  ほ（9．4）  2（1．6）  3（2A）  町1）   21（16．5）  1叙1之8）  21（16．5）  7（5．の   †試‖，8）  ∝0）   
茶わん鱒  5訳100．0）  謀5．7）  ∝5▲7〉  試9劇  ∝0）  α0）  謀5．7）   醜け小  餌11．3）  ∝17．0）  或9．4）   ∝15．1）  咲0）   
清水4丁目  3∝100カ〉  早（5・岳）  謀丁．9）  鑑柑）  1（え6）  1政6）  《10，5）  咲15．8）  呵15．8）  《15，8）  1（乙8）   ∝7β）  0¢）   
柑店街  21（1∝川）  7（33．3）  1旬．8）  1（4．8）  00）  2（9．5）  1（4．8〉   2（9．5）  2（9■5）  2（9．5）  1（4．8）   2（9．5）  ∝扮   




合計   交通  福祉  治安  雇用  教育  経済・産菓  観光  景観  環境  病院・医療  賞しl物  その他   
合計   122（1【旧．0）  11（9β）  《3．3）  7（5．7）  犯5）  咲4．9）  8蒔．6）   13（10．7）  14（11．5〉  1試1え3）  12（9．8）   2試20．5）  《3．3）   
茶わん坂  51（1∝旭）  3（5月）  2（3β）  2（3β）  1（之0）  1は0）  《7．8）   抑5．7）  《7．8）  7（13．7）  泊．8）   1叙25．5）  1（之0）   
清水4丁目  〇7（†∝〉力）  《10．8）  1位．7）  α0）  α0）  2（5．4）  2（5．ヰ）   謀8．1）  試5．4）  咲18』  7（18．9）   試21．6）  ヱ（5．4）   
清水樹店街  21（1∝lカ）  2（9・5）  1斡．8）  5（23．8）  2（9．5）  公9．5）  1（4月）   1（4．8） 1（4．8）  亡ゆ）  血   2（9．の  1（4．勧   
産珊店街  柑（1∝柑）  2（15月）  0（0）  咲0）  ∝0）  1（7，7）  1（7．7）   l（7，7）  1（7．7）  2（15」）  腑）   2（15．4）  00）   
（資料）独自アンケート調査から作免  
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ものは少な）㌔ 2飾で述べたとおりマスメディアや出  
版の影響力はまだまだ大きいので、ぜひ働きかけを強  
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補論Ⅱ 湯布院のまちづくり   
1節 湯布院の観光地化1）  


































「特集 地味経済の課題と問題点」   
月刊『地域議会人』2（刀4年2月号  
































を突破した。   
















中谷健太郎・溝口素平「2（氾0 町勢要覧」  
湯布院町 2000年、溝口薫平「湯布院のまちづ  
くり参考資料」、湯布院町商工観光課作成、「湯  
布院町まちづくり年表」  






大分合同新聞社ホームページ 県内ニュース  
（軸：〟wwwoiぬ・preSS血jp正ea肋ead．c由？20  
03＝12＝03＝240513＝CyOkan）、マピオンホー  










の風景をつくる ゆふいん建築・環境ガイド  
ブック」、「ゆふいん見聞録」による。   
2節 交通実験  
現在の湯布院は様々な課題が発生している。特に近  



































業者の人々と慎重な検討を進める必要があ卑。   














しいまちを目指して ～平成14年度 湯布院  
町交通実験報告書（概要版）（凋2003年   










年、ゆふいん名称使用届出要綱が制定された。「ゆふい   



















する意向を表明した。   
しかし、由布市が発足後に行われた新市長選におい  
て、佐藤氏は立候補したものの敗れ、隣接する前庄内  




























































1）以下の記述は、木谷文弘『由布院の小さな奇跡』   
新潮新書、2（カ4年、aSab．00mホームページ  
（htq）：／lmytown．asahl．COmbita血ewsOl．asp？k   
垂萄5鈍）毎日新聞 msnニュース ホーム  
ページ  
（h喝：侮wⅣ．m血ich・mSn．COjp血h血0Ⅶわita血   
e耶佗0050329dd眩4401055（泊C眈．b触1）によ   
るら  
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ホームページ「京都東山清水寺周辺の案内」（http＝〟web．kyoto－inet．orjpbeQPlehiklO53血dex．htnl）  









京都市『史料京都の歴史 東山区』平凡社、1987年  
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住宅協会『京都市全住宅案内地図帳 東山区西部』1956年  
住宅協会出版部『京都市全商工住宅案内図帳』1964、1967年  
























67   
1996年  
旧湯布院町ホームページ（bt掛〟wwwbwn．yu血血．0血jp／ebox／1410／sbo通a班1（札加ml）  
米田誠司湯布院観光総合事務局長「特集 地域経済の課題と問題点」月刊『地域議会人』2〔沿4年2月号  
中谷健太郎・溝口東平対談録『2（氾0 町勢要覧』湯布院町 2∝）0年  
溝口素平「湯布院のまちづくり参考資料」  
湯布院町商工観光課作成「湯布院町まちづくり年表」  





「『ムラ』の風景をつくる ゆふいん建築・環境ガイドブック」  
「ゆふいん見聞録卜  




毎日新聞 Ⅱほ皿ニュースホームページ  
伽喝刷椚閤Ⅶ血血血一皿弧皿jpた如上0¶血i址ew戒0050329d此亜01b55〔肋．hml）－  
湯布院町商工観光課作成「湯布院町の概要」～視察用資料～  
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執筆分担＆編集後記  
湯税玉の湯にて。溝口素平さんと  





















書ならではのものだと思います。   
最後になりましたが、アンケートやヒア  
リングなど調査に協力してくださった方々、  
本当にどうもありがとうございました。   














































しまってごめんなさい。   
問題として感じていることを文章にまと  
めて分析する′ことの難しさを感じました。  
嶋 宏紀（2回生） Ⅲ－2、3   
「調べて書く」ことには2つの困難があ  









していかなければならない。   
書くために調べようと患ったら、全体の  
構想を良く踏まえて、何かの主張と結び付  





北林 陽児（3回生） Ⅳ   
私は2004年の四月に京都大学に編入し、  
三回生からゼミに加わりました。最初のゼ  





















写真撮影／辻 陽子・濱田 佳奈  
由布急金鰊柵挽  
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